
平成２０年８月１日 第１４５号　　　（４）

５
・　

・
小
野
議
員
議
員
研
修
会

１５

参
加
（
〜　

）
１６

　
　
　

・
座
間
市
長
、
市
議
会
議

１９

長
等
親
善
訪
問
…
福
島

県
須
賀
川
市
（
〜　

）
２０

　
　
　

・
稲
垣
議
員
市
町
村
議
会
議

２０

員
特
別
研
修
参
加（
〜　

）
２２

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

２１

行
政
視
察
…
陸
上
自
衛

隊
朝
霞
駐
屯
地

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２３

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

２６

　
　
　

・
厚
木
基
地
周
辺
五
市
議

２７

会
議
長
会
基
地
対
策
協

議
会
総
会

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
第

２８

八
十
四
回
定
期
総
会
…

日
比
谷
公
会
堂

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
天

２９

皇
陛
下
拝
謁
…
皇
居

　
　
　

・
第
二
回
定
例
会
本
会
議

３０

６
・
６
・
第
二
回
定
例
会
本
会
議

　
　

９
・
第
二
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
第
二
回
定
例
会
本
会
議

１０

　
　
　

・
総
務
常
任
委
員
会

１２

　
　
　

・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
総
務
協
議
会

　
　
　

・
市
民
経
済
常
任
委
員
会

１３

　
　
　

・
建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１６

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

１８

　
　
　

・
第
二
回
定
例
会
本
会
議

２０

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

・
建
設
水
道
常
任
委
員
会

２３

行
政
視
察
…
北
海
道
江

別
市
、
千
歳
市（
〜　

）
２４

　
　
　

・
大
和
斎
場
組
合
議
会

２６

　
　
　

・
総
務
常
任
委
員
会
行
政

３０

視
察
…
岐
阜
県
多
治
見

市
、
愛
知
県
清
須
市

（
〜
７
・
１
）

７
・
２
・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基

地
対
策
協
議
会
行
政
視
察

…
石
川
県
小
松
市（
〜
３
）

　
　

３
・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

行
政
視
察
…
新
潟
県
三

条
市
、
加
茂
市（
〜
４
）

　
　

４
・
相
模
原
二
ツ
塚
線
及
び

水
窪
座
間
線
建
設
促
進

協
議
会
総
会

　
　
　

・
政
和
会
行
政
視
察
…
愛

１０

知
県
小
牧
市
、
尾
張
旭

市
（
〜　

）
１１

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１５

要
請
行
動
…
防
衛
省
・

南
関
東
防
衛
局

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

１６

協
議
会
第
六
十
九
回
理
事

会
…
全
国
都
市
会
館

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

１８

　
　
　

・
佐
賀
県
唐
津
市
議
会
議

２３

員
行
政
視
察
来
庁

　
　
　

・
山
口
県
周
南
市
議
会
議

３０

員
行
政
視
察
来
庁

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
第
百

３１

三
十
二
回
社
会
文
教
委
員

会
…
全
国
都
市
会
館

議
会
日
誌

議
会
日
誌

　

六
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で

審
査
し
ま
し
た
請
願
・
陳
情
は
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　

◎　

採　
　
　

択

　

請
願
第
７
号　

す
べ
て
の
子
ど

も
に
行
き
届
い
た
教
育
を
す
る
た

め
に
三
十
人
以
下
学
級
の
早
期
実

現
を
求
め
る
請
願

　

陳
情
第　

号　

深
刻
な
医
師
不

５７

足
を
打
開
す
る
た
め
の
法
律
を
制

定
す
る
よ
う
国
に
対
し
て
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

「
看
護
師
等
の

５８

人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

を
改
正
す
る
よ
う
国
に
対
し
て
の

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

横
浜
地
方
裁
判

６４

所
相
模
原
支
部
に
合
議
制
の
審
理

を
直
ち
に
開
始
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

「
鳥
獣
被
害
防

６５

止
特
措
法
」
関
連
予
算
を
、
鳥
獣

捕
殺
で
は
な
く
自
然
林
復
元
と
被

害
防
除
に
使
う
こ
と
等
の
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

神
奈
川
県
最
低

６６

賃
金
改
定
等
に
つ
い
て
の
陳
情

　

◎　

不　

採　

択

　

陳
情
第　

号　

座
間
市
の
私
学

５１

助
成
制
度
拡
充
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

国
・
県
に
私
学

５２

助
成
制
度
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

八
月
の
休
日
に

６２

十
五
日
を
「
平
和
の
日
」
と
し
て

設
定
す
る
よ
う
政
府
に
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

６３

題
の
早
期
解
決
に
関
す
る
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

　

◎　

継
続
審
査

　

陳
情
第　

号　

県
の
医
療
費
助

５４

成
制
度
見
直
し
に
関
す
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

座
間
市
に
お
け

５５

る
医
療
費
助
成
制
度
維
持
に
関
す

る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

小
学
校
ラ
ン
チ

６０

ル
ー
ム
給
食
に
お
け
る
強
化
磁
器

食
器
の
継
続
使
用
を
願
う
陳
情

　

陳
情
第　

号　

効
率
的
な
生
活

６７

排
水
処
理
施
設
整
備
の
推
進
を
求

め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

相
模
川
流
域
下

６８

水
道
事
業
計
画
・
寒
川
平
塚
幹
線

の
計
画
中
止
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

請
願
・
陳
情
の
結
果

請
願
・
陳
情
の
結
果

本本
会会
議議
のの
概概
要要

▽　

五
月
三
十
日
、
開
会
、
会
期

決
定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員

会
付
託
、
報
告
・
質
疑

▽　

六
月
六
日
、九
日
、一
般
質
問

▽　

六
月
十
日
、
一
般
質
問
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
、
報
告
・
質
疑

▽　

六
月
二
十
日
、
委
員
会
審
査

報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継

続
審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特

別
委
員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、
追

加
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
陳
情

上
程
（
閉
会
中
の
継
続
審
査
）
、

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
、
追
加

議
案
上
程
（
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
・
討
論
省
略
）
・
採

決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、
討

論
は
、次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

▽　

専
決
処
分
に
対
す
る
質
疑（
五

月
三
十
日
）

　

木
村
正
博
（
公
明
党
）
、
竹
市

信
司
（
市
民
連
合
）
、
菊
川
ユ
リ

子
（
日
本
共
産
党
）

▽　

総
括
質
疑
（
五
月
三
十
日
）

　

竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）
、
牧

嶋
と
よ
子
（
無
会
派
）
、
中
澤
邦

雄
（
日
本
共
産
党
）

▽　

報
告
に
対
す
る
質
疑
（
五
月

三
十
日
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）
、

木
村
正
博
（
公
明
党
）
、
竹
市
信

司
（
市
民
連
合
）、
鈴
木
健
治（
政

和
会
）

▽　

追
加
議
案
・
報
告
に
対
す
る

質
疑
（
六
月
十
日
）

沖
永
明
久
（
市
民
連
合
）

▽　

討
論
（
六
月
二
十
日
）

　

竹
市
信
司
（
市
民
連
合
）
、
中

澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

第
三
回
（
八
月
）
定
例
会
で
、
審
査
を
す
る
た
め
の

請
願
・
陳
情
は
八
月
七
日
（
木
）
ま
で
に
議
会
事
務
局

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

請
願
・
陳
情
の
提
出
に
つ
い
て

　
（
５
面
へ
続
く
）

　

司
法
改
革
は
既
に
、
制
度
設
計
・
立
法
の
段
階
か
ら
、
そ
れ
を
実
際
に
実
行
す
る
時

代
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡
充
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
十
六
年
四
月

に
提
訴
手
数
料
が
下
げ
ら
れ
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
別

的
労
働
紛
争
を
速
や
か
に
、
か
つ
、
紛
争
の
実
情
に
即
し
た
解
決
を
図
る
た
め
に
、
平

成
十
八
年
四
月
か
ら
新
し
い
「
労
働
審
判
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

に
お
い
て
紛
争
解
決
に
必
要
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
受
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
同
年
四
月
に
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）
が
設
立

さ
れ
、
同
年
十
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
が
直
接
司
法
に
参

加
す
る
制
度
と
し
て
「
裁
判
員
制
度
」
が
新
設
さ
れ
、
同
制
度
は
平
成
二
十
一
年
五
月

ま
で
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、平
成
十
三
年
六
月
に
提
出
さ
れ
た
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
の「
国

民
に
と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
頼
り
が
い
の
あ
る
司
法
と
す
る

た
め
、
国
民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
公
正
で
、
適
正
か

つ
迅
速
な
審
理
を
行
い
、
実
効
的
な
事
件
の
解
決
を
可
能
と
す
る
」
と
い
う
理
念
を
実

現
す
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
当
地
域
に
お
い
て
は
、
合
議
制
の
裁
判
が
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
刑
事
重
大
事
件
や
医
療
過
誤
訴
訟
な
ど
の
複
雑
な
重
大
事
件
は
、
横
浜
地
方
裁
判

所
本
庁
で
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
横
浜
地
方
裁
判
所

相
模
原
支
部
の
人
員
が
不
足
し
て
い
る
た
め
で
す
。
同
支
部
で
は
、
右
記
の
「
労
働
審

判
事
件
」
も
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
今
後
実
施
さ
れ
る
「
裁
判
員
制
度
」
も
行

わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
横
浜
地
方
裁
判
所
本
庁
ま
で
行
っ
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
が
指
向
す
る「
国
民
に
と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
頼
り
が
い
の
あ
る
司
法
」
を
真
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
い
ず
れ
の

地
域
に
お
い
て
も
住
民
が
良
質
の
司
法
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
う
る
制
度
を
確
立
し
、
「
法

の
支
配
」
を
津
々
浦
々
へ
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

横
浜
地
方
裁
判
所
相
模
原
支
部
の
管
内
人
口
（
相
模
原
市
、
座
間
市
）
は
、
八
十
三

万
三
千
六
百
八
十
六
人
（
平
成
十
九
年
十
二
月
一
日
現
在
）
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
全

国
に
は
、
人
口
三
十
万
人
程
度
の
県
庁
所
在
地
が
多
々
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
当

然
の
よ
う
に
合
議
制
の
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
相
模
原
支
部
で
合

議
制
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
極
め
て
不
均
衡
で
あ
り
、
到
底
看
過
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
く
、
直
ち
に
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
当
地
域
の
住
民
へ
の
良
好
な
司
法
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
よ

う
求
め
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
六
月
十
一
日
午
後
三
時
二
十
五
分
頃
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
か
ら
横
田
基
地

へ
帰
還
の
た
め
飛
び
立
っ
た
横
田
基
地
所
属
の
米
空
軍
第
三
百
七
十
四
空
輸
団
傘
下
、

第
四
百
五
十
九
空
輸
中
隊
所
属
の
Ｕ
Ｈ
―
１
Ｎ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
相
模
原
市
田
名
の
相
模
川
の
中
洲
に
不
時
着
す
る
事
故
が
発
生

し
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
故
は
幸
い
に
も
人
的
・
物
的
被
害
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
多
く
の
市
民

が
訪
れ
る
河
川
敷
で
の
不
時
着
は
、
一
歩
間
違
え
ば
人
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

横
田
基
地
所
属
の
Ｕ
Ｈ
―
１
Ｎ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
一
年
前
に
も
オ
イ
ル

が
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
漏
れ
た
た
め
横
浜
市
内
に
不
時
着
す
る
と
い
う
事
故
を
起

こ
し
て
お
り
、
日
ご
ろ
の
飛
行
訓
練
等
に
お
い
て
航
空
機
事
故
の
不
安
を
常
に
抱
い
て

い
る
座
間
市
民
に
と
っ
て
、
今
回
の
事
故
は
大
き
な
衝
撃
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
今
後
、
航
空
機
の
事
故
が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
航
空
機
の
確
実
な
整
備
点
検
の
実
施
な
ど
安
全
管
理
を
徹
底
し
、

再
発
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と
を
米
軍
に
申
し
入
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ

る
。 横

浜
地
方
裁
判
所
相
模
原
支
部
に
合
議
制
の
審
理
を
直
ち
に
開
始
す

る
こ
と
を
求
め
る
決
議

　

国
会
は
二
〇
〇
三
年
に
国
民
の
「
健
康
保
護
」
「
食
品
の
安
全
確
保
」
を
明
記
し
た
食
品

安
全
基
本
法
を
成
立
さ
せ
た
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
は
こ
れ
ま
で
の
業
者
優
先
の
食
品
行
政
を
反
省
し
、
「
国
民
の

健
康
保
護
が
最
も
大
切
」
「
行
政
事
業
者
の
責
務
を
定
め
る
」「
リ
ス
ク
分
析
手
法
の
導
入
」

と
い
う
画
期
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
地
方
自
治
体
は
地
域
の
条
件
に
応
じ
た
施
策
を
取
り
入
れ
た
り
健
康
の
保
護

を
最
も
重
視
し
、食
の
安
全
確
保
の
施
策
を
い
っ
そ
う
具
体
的
に
し
て
そ
の
実
効
性
を
高
め
、

食
の
安
全
・
安
心
行
政
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
、
全
国
十
七
都
道
府
県
（
内
関
東
圏
で
は
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、栃
木
県
、

群
馬
県
）
で
「
食
の
安
全
・
安
心
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
。

　

神
奈
川
県
は
、
中
国
製
ギ
ョ
ー
ザ
中
毒
事
件
や
食
品
表
示
の
偽
装
事
件
な
ど
食
の
安
全
を

脅
か
す
事
件
が
相
次
ぐ
中
、
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
て
県
の
姿
勢
や
施
策
の
方
向

性
を
示
し
た
基
本
指
針
を
年
度
内
に
策
定
す
る
よ
う
目
指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
な
お
多
く
の
県
民
が
食
の
安
全
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
て
お
り
、
食
品
事
業

者
と
消
費
者
と
の
信
頼
関
係
欠
如
や
県
民
へ
の
情
報
不
足
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
検
討
さ
れ
て
い
る
指
針
で
は
中
・
長
期
的
な
目
標
、
施
策
を
決
め
た
基
本

計
画
に
そ
の
方
向
性
が
な
い
な
ど
、
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
神
奈
川
県
に
対
し
、
指
針
で
は
な
く
次
の
条
項
を
明
記
し
た
条
例

制
定
を
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一　

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
す
る
た
め
の
基
本
計
画
を
明
記
す
る
こ
と
。

二　

食
の
安
全
・
安
心
に
対
し
て
、
生
産
か
ら
消
費
ま
で
途
切
れ
の
な
い
、
事
業
者
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
者
に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組
み
と
、
予
防
的
観
点
か
ら
の
取
り
組
み
を
明

確
に
す
る
こ
と
。

三　

食
の
安
心
に
関
す
る
県
民
へ
の
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
と
県
民
と
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
。

四　

食
の
安
全
・
安
心
の
施
策
決
定
過
程
へ
の
県
民
参
画
を
強
め
、
行
政
、
事
業
者
、
消
費

者
専
門
家
に
よ
る
意
見
交
換
の
場
で
あ
る
審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

女
性
の
が
ん
で
あ
る
子
宮
頸
が
ん
の
死
亡
率
は
高
く
、
毎
年
約
八
千
人
が
子
宮
頸
が
ん
と

診
断
さ
れ
、
お
よ
そ
二
千
五
百
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
に
は
、
他
の
が
ん
に
な
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
発
症
年
齢
が
低
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
年
齢
層
の
ピ
ー
ク
は
年
々
低
年
齢
化
し
て
お
り
、

一
九
七
八
年
ご
ろ
は
五
十
歳
以
降
だ
っ
た
の
に
対
し
、
一
九
九
八
年
に
は
三
十
代
に
な
り
、

二
十
代
、
三
十
代
の
若
い
女
性
の
子
宮
頸
が
ん
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
に
よ
る
感
染
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
八
割
近
く
の
女
性
が
一
生
の
う
ち
に
Ｈ
Ｐ

Ｖ
に
感
染
す
る
も
の
の
感
染
し
た
女
性
が
す
べ
て
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
持
続
感
染
に

よ
り
子
宮
頸
が
ん
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
を
予
防
す
る
ワ
ク

チ
ン
の
研
究
開
発
が
進
み
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
米
国
を
始
め
八
十
カ
国
以
上
の
国
で
承
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
子
宮
頸
が
ん
は
「
予
防
可
能
な
が
ん
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
日
本
で
は
こ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
に

お
い
て
も
予
防
ワ
ク
チ
ン
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
・
早
期
発
見
の
た
め
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

一　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
承
認
に
向
け
た
審
査
を
す
す
め
る
こ
と
。

二　

女
性
の
一
生
に
お
い
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
ま
た
予
防
可
能
な
が
ん

で
あ
る
こ
と
を
か
ん
が
み
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
た
後
は
、
そ
の
推
進
を
図
る
た

め
に
接
種
へ
の
助
成
を
行
う
こ
と
。　

三　

日
本
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
製
造
、
接
種
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
世
界
の
動
向

等
も
考
慮
し
検
討
を
進
め
、
必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

　　

レ
ア
メ
タ
ル
を
含
む
非
鉄
金
属
は
わ
が
国
の
産
業
競
争
力
の
要
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
安
定
確
保
は
わ
が
国
の
産
業
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
近
年
、
国
際
価
格
の
高
騰

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
不
時
着
事
故
再
発
防
止
を
求
め
る
決
議

神
奈
川
県
に
「
食
の
安
全
・
安
心
の
条
例
制
定
」
を
求
め
る
意
見
書

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
意
見
書

携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

決決

議議

・・

意意

見見

書書


